
第

千

九

百

六

十

七

号

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

(

金
曜
日)

目

次

規

則

○
岐
阜
県
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
製
品
の
認
定
及
び
利
用
の
推
進
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

廃
棄
物
対
策
課)

五
二
三
ペ
ー
ジ

告

示

○
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知

(

治

山

課)

五
二
四

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
(

同

)

五
二
六

○
道
路
の
供
用
開
始

(

道
路
維
持
課)

五
二
七

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
の
位
置
指
定

(
建
築
指
導
課)

五
二
八

○
建
築
基
準
法
に
規
定
す
る
数
値
等
の
変
更

(
同

)

五
二
九

公

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
関
す
る
件

(

商
業
流
通
課)

五
二
九

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
意
見
書
に
関
す
る
件

(

同

)
五
三
〇

○
開
発
行
為
の
工
事
の
完
了

(

建
築
指
導
課)
五
三
〇

規

則

岐
阜
県
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
製
品
の
認
定
及
び
利
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
五
十
一
号

岐
阜
県
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
製
品
の
認
定
及
び
利
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
製
品
の
認
定
及
び
利
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

平
成
十
九
年

岐
阜
県
規
則
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
十
の
項
中｢

汚
泥
活
用
地
盤
安
定
剤｣

を｢

汚
泥
活
用
土
壌
改
良
材｣

に
改
め
る
。

別
表
第
二
九
の
項
中｢

、
陶
磁
器
く
ず
又
は
廃
瓦｣

を｢

又
は
陶
磁
器
く
ず｣

に
改
め
、
同
表
十
の

項
中｢

汚
泥
活
用
地
盤
安
定
材｣

を｢

汚
泥
活
用
土
壌
改
良
材｣

に
改
め
、｢

下
水
道
汚
泥｣

の
下
に

｢

又
は
上
水
道
汚
泥｣

を
、｢

こ
と｣

の
下
に｢(

上
水
道
汚
泥
を
使
用
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
上
水

道
汚
泥
を
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
使
用
し
て
い
る
こ
と
。)｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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岐

阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日



告

示

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
号

森
林
法(
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

岐
阜
市
大
字
石
谷
字
山
下
四
七
〇
、
四
七
一
、
四
八
〇
、
四
八
一
、
四
八
二
の
一
、
四
八
二
の
二
、

四
八
三
の
一
、
四
八
三
の
二
、
四
八
四
、
四
八
五
、
四
九
七
の
一
、
四
九
七
の
三
、
字
北
山
六
〇
一
、

六
〇
二
、
六
〇
三
の
一
、
六
〇
三
の
二
、
六
〇
四
、
六
〇
五
の
一
、
六
〇
五
の
二
、
六
〇
六
の
一
、

六
〇
六
の
二
、
六
〇
七
の
一
、
六
〇
七
の
二
、
六
一
〇
の
一
、
六
一
〇
の
四
、
六
一
一
か
ら
六
一
三

ま
で
、
六
二
六
の
一
、
六
二
七
か
ら
六
三
五
ま
で
、
六
三
六
の
一
、
六
三
六
の
二
、
六
三
七

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
岐
阜
市
役
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

本
巣
市
根
尾
黒
津
字
宮
平
七
四
五
の
二
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
本
巣
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

下
呂
市
馬
瀬
惣
島
字
く
ず
ば
畑
一
八
一
六
の
一
か
ら
一
八
一
六
の
四
ま
で
、
一
八
一
七
の
一
か
ら

一
八
一
七
の
三
ま
で
、
一
八
一
七
の
五
、
一
八
二
一
、
字
葛
谷
一
八
二
三
か
ら
一
八
二
六
ま
で
、
一

八
二
八
、
一
八
三
一
、
一
八
三
四
か
ら
一
八
四
六
ま
で
、
一
八
四
七
の
二
か
ら
一
八
四
七
の
四
ま
で
、

一
八
四
七
の
六
か
ら
一
八
四
七
の
二
一
ま
で
、
一
八
四
七
の
二
三
か
ら
一
八
四
七
の
三
三
ま
で
、
一

八
四
七
の
三
五
、
一
八
四
七
の
三
七
、
一
八
四
九
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二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
下
呂
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

下
呂
市
金
山
町
金
山
字
下
樋
口
三
一
八
二
の
一
、
三
一
八
三
、
三
一
八
四
の
一
、
字
坂
本
三
一
九

三
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
下
呂
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

下
呂
市
金
山
町
中
切
字
山
犬
洞
一
九
四
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
下
呂
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
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平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
谷
汲
木
曽
屋
字
口
無
洞
八
二
六
、
八
三
〇
の
一
、
八
三
〇
の
二
、
字
尾
畑
八
七

二
か
ら
八
七
四
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
揖
斐
川
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通

知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。平

成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

本
巣
市
根
尾
奥
谷
字
宮
井
谷
三
三
〇
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
本
巣
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通

知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。平

成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

本
巣
市
根
尾
松
田
字
悪
田
谷
八
〇
四
の
二
、
八
〇
四
の
四
、
八
〇
四
の
六
か
ら
八
〇
四
の
八
ま
で
、

八
〇
四
の
一
九
、
八
〇
六
か
ら
八
〇
八
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。
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道
路
の
種
類 一

般
国
道

道
路
の
種
類

路
線
名

二
百
四
十

八
号

路
線
名

区

間

可
児
市
今
渡
字
町
一
四
六
六
番
八

地
先
か
ら

美
濃
加
茂
市
御
門
町
二
丁
目
字
村

上
二
六
番
九
地
先
ま
で

区

間

延

長

(

メ
ー
ト

ル) ���･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

供
用
開
始

の
期
日

平
成
��･�･�� 供

用
開
始

の
期
日

備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)

平
成
��･��･�� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
本
巣
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通

知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。平

成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
春
日
川
合
字
倉
之
谷
西
平
四
六
二
七(

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
図｣

及
び｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部

治
山
課
及
び
揖
斐
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
可
茂
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
四
百
八
十
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
古
川
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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県
道

道
路
の
種
類 一

般
国
道

平

湯

久

手
線

路
線
名

三
百
六
十

号

高
山
市
奥
飛
騨
温
泉
郷
平
湯
字
峠

平
八
六
三
番
一
地
先
地
内

区

間

飛�
市
河
合
町
保
木
林
字
下
巾
三

〇
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

町
羽
根
字
林
溝
一
七

〇
番
地
先
ま
で

��･� 延

長
(

メ
ー
ト

ル) ���･�
平
成
��･�･�� 供

用
開
始

の
期
日

平
成

��･�･��
平
成
��･�･�� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)

平
成
��･�･��

関
市
稲
口
字
中
野
四
〇
一
番
一
四

美
濃
加
茂
市
本
郷
町
四
丁
目
字
正
理
一
六

九
三
番
四
及
び
一
六
九
六
番
三

位

置

揖
斐
郡
池
田
町
八
幡
字
七
反
田
三
五
一
番

四 揖
斐
郡
池
田
町
片
山
字
六
畑
二
七
五
〇
番

四 不
破
郡
垂
井
町
宮
代
字
中
瀬
二
七
四
一
番

七
、
二
七
四
一
番
八
、
二
七
四
二
番
四
及

び
二
七
四
二
番
八

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
上
秋
字
今
宮
前
二
四

七
番
一

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
脛
永
字
中
村
三
〇
九
七

番
四

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
脛
永
字
中
村
三
〇
九
七

番
四

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
脛
永
字
中
村
三
〇
九
七

番
四

位

置

瑞
穂
市
本
田
字
向
島
三
〇
二
番
四

羽
島
郡
岐
南
町
徳
田
五
丁
目
三
七
番
四

羽
島
郡
岐
南
町
徳
田
三
丁
目
一
〇
六
番
四

位

置�･�� �･�� 幅

員

(

メ
ー

ト
ル) �･�� �･�� �･�� �･�� �･�� �･�� �･�� 幅

員

(

メ
ー

ト
ル) �･�� �･�� �･�� 幅

員

(

メ
ー

ト
ル)��･�� ��･�� 延

長

(

メ
ー
ト

ル) ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� 延

長

(

メ
ー
ト

ル) ��･�� ��･�� ��･�� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

中
建
築
第
二

九
号
の
二

中
建
築
第
二

九
号

指
定
番
号

西
建
築
第
八

五
号
の
五

西
建
築
第
八

五
号
の
四

西
建
築
第
八

五
号
の
三

西
建
築
第
八

五
号
の
二

西
建
築
第
八

五
号

西
建
築
第
八

五
号

西
建
築
第
八

五
号

指
定
番
号

岐
建
築
第
一

二
号
の
三

岐
建
築
第
一

二
号
の
二

岐
建
築
第
一

二
号

指
定
番
号

同�･�� 平
成
��･�･�� 指

定

年
月
日

同�･�� 同�･�� 同�･�� 同�･�� 同�･� 同�･� 平
成
��･�･� 指

定

年
月
日

同�･�� 同�･�� 平
成
��･�･�� 指

定

年
月
日

岐
阜
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
古
川
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

建
築
基
準
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
、
建
築
事
務
所
長
が
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
の
で
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則(

昭
和
二
十
五

年
建
設
省
令
第
四
十
号)

第
十
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
建
築
事
務
所

西
濃
建
築
事
務
所

中
濃
建
築
事
務
所
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中
津
川
市
駒
場
字
大
平
一
六
一
一
番
四
二

及
び
一
六
一
一
番
四
四

中
津
川
市
中
津
川
字
野
畔
二
二
〇
三
番
四

か
ら
二
二
一
二
番
八

中
津
川
市
手
賀
野
字
斧
戸
七
二
六
番
一
〇

九
及
び
七
二
六
番
一
二
五

位

置

関
市
市
平
賀
字
上
流
三
七
五
番
四

関
市
上
白
金
字
車
戸
前
一
一
三
二
番
六
、

一
一
三
二
番
八
、
一
一
三
二
番
九
、
一
一

四
六
番
七
、
一
一
四
六
番
九
、
一
一
五
六

番
一
一
及
び
一
一
三
二
番
八
地
先
法
定
外

公
共
物(

道
路)

関
市
倉
知
字
堤
内
二
六
三
番
四

美
濃
加
茂
市
前
平
二
丁
目
九
四
番
一

関
市
小
瀬
字
小
坂
南
九
八
八
番
九

美
濃
加
茂
市
加
茂
野
町
鷹
之
巣
字
一
四
二

反
田
一
四
八
三
番
一
か
ら
一
四
八
三
番
三

及
び
一
四
八
一
番
二

関
市
小
瀬
字
小
坂
南
九
九
七
番
四�･�� �･�� �･�� 幅

員

(

メ
ー

ト
ル) �･�� �･�� �･�� �･�� �･�� �･�� �･����･�� ���･�� ��･�� 延

長
(

メ
ー
ト

ル) ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･�� ��･��
東
建
築
第
三

八
号
の
三

東
建
築
第
三

八
号
の
二

東
建
築
第
三

八
号

指
定
番
号

中
建
築
第
二

九
号
の
九

中
建
築
第
二

九
号
の
八

中
建
築
第
二

九
号
の
七

中
建
築
第
二

九
号
の
六

中
建
築
第
二

九
号
の
五

中
建
築
第
二

九
号
の
四

中
建
築
第
二

九
号
の
三

同�･�� 同�･�� 平
成
��･�･�� 指

定

年
月
日

同�･�� 同�･�� 同�･�� 同�･� 同�･�� 同�･� 同�･��

東
濃
建
築
事
務
所

(

道
路
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
そ
の
位
置
を
所
管
す
る
建
築
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号

建
築
基
準
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
五
十
二
条
第
一
項
第
六
号
、
同
条
第
二
項
第

三
号
、
第
五
十
三
条
第
一
項
第
六
号
、
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ニ
及
び
別
表
第
三
に�
欄
五
の
項
に

規
定
す
る
数
値
等
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

変
更
す
る
区
域

美
濃
加
茂
市
の
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域

二

区
域
の
区
分
及
び
制
限
の
数
値

次
の
と
お
り
と
す
る
。

｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
都
市
建
築
部
建
築
指
導
課
及
び
中
濃

建
築
事
務
所
並
び
に
美
濃
加
茂
市
建
設
部
都
市
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三

適
用
年
月
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
九
日

公

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
関
す
る
件

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
変
更
届
出
書
等
は
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
間
岐
阜
県
産
業
労
働
観
光
部

商
業
流
通
課
及
び
岐
阜
振
興
局
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

ま
た
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配

慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
公
示
の
日
か
ら
四
月
以
内
に
岐
阜
県
に
対
し
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

届
出
年
月
日

平
成
二
十
年
七
月
十
五
日

二

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
バ
ロ
ー

三

建
物
の
名
称
及
び
所
在
地
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ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
バ
ロ
ー
本
巣
文
殊
店(

Ｂ
ゾ
ー
ン)

本
巣
市
文
殊
字
天
辺
一
〇
二
〇
番

外

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

(

変
更
前)
午
前
九
時

(

変
更
後)

午
前
七
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(

変
更
前)

午
前
八
時
三
〇
分
〜
午
後
十
時
三
〇
分

(

変
更
後)

午
前
六
時
三
〇
分
〜
午
後
十
時
三
〇
分

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
関
す
る
件

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
変
更
届
出
書
等
は
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
間
岐
阜
県
産
業
労
働
観
光
部

商
業
流
通
課
及
び
西
濃
振
興
局
揖
斐
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

ま
た
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配

慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
公
示
の
日
か
ら
四
月
以
内
に
岐
阜
県
に
対
し
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

届
出
年
月
日

平
成
二
十
年
七
月
十
五
日

二

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
バ
ロ
ー

三

建
物
の
名
称
及
び
所
在
地

バ
ロ
ー
池
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー(

Ａ
ゾ
ー
ン)

揖
斐
郡
池
田
町
大
字
本
郷
字
番
城
八
八
三

外

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

(

変
更
前)

午
前
九
時

(

変
更
後)

午
前
七
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(

変
更
前)

午
前
八
時
三
〇
分
〜
午
後
十
時
三
〇
分

(

変
更
後)

午
前
六
時
三
〇
分
〜
午
後
十
時
三
〇
分

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
意
見
書
に
関
す
る
件

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
概
要
を
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
意
見
書
は
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
一
月
間
岐
阜
県
産
業
労
働
観
光
部
商
業
流

通
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

建
物
の
名
称
及
び
所
在
地

ベ
ル
プ
ラ
ザ
大
垣

大
垣
市
室
村
町
三
丁
目
七
四
番
地
五

外

二

意
見
の
概
要

大
垣
市
長
の
意
見

・
新
設
の
出
口
に
は
交
通
整
理
員
の
配
置
を
徹
底
し
、
歩
行
者
等
に
特
段
の
配
慮
を
い
た
だ
き
た

い
。

(

届
出
事
項

変
更)

○
開
発
行
為
の
工
事
の
完
了

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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同
東
建
築
第
六
一
号
の
四

同

一
九･��･�� 同

西
建
築
第
五
四
号
の
一
三

同

一
九
・
一
二
・

三

同
西
建
築
第
五
四
号
の

六同
二
〇
・

六
・
二
三

同
岐
建
築
第
三
四
号
の
一
九

五
〇
一
八

同

二
〇
・

四
・

一

岐
阜
県
指
令
岐
建
築
第
三
四

号
の
一
九
二
〇
〇
八

平
成
一
九
・
一
〇
・
三
〇

同
岐
建
築
第
三
六
号
の

一
九
二
〇
〇
一

同
二
〇
・

三
・
二
一

開
発
許
可

(

変
更
許
可)

番

号

及

び

年

月

日

瑞
浪
市
北
小
田
町
三
丁
目
三
五
番
か
ら
三
八

番
ま
で
、
四
五
番
か
ら
四
八
番
ま
で
、
五
〇

番
、
五
一
番
及
び
五
三
番
の
一
部

安
八
郡
神
戸
町
大
字
神
戸
字
大
円
坊
一
一
五

六
番
三

羽
島
郡
笠
松
町
田
代
字
社
古
地
一
〇
三
七
番

一
、
一
〇
三
八
番
一
、
一
〇
三
九
番
一
、
一

〇
三
九
番
二
、
一
〇
四
〇
番
一
及
び
一
〇
四

〇
番
二

瑞
穂
市
横
屋
字
中
吹
三
五
六
番
三
、
三
五
七

番
一
、
三
五
九
番
一
及
び
三
五
九
番
二

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

同 道
路
、
緑
地

同 道
路

公
共
施
設
の

種
類

同 同 同 開
発
登
録
簿

に
よ
る

公
共
施
設
の

位
置
及
び
区

域

福
井
県
坂
井
市
丸
岡
町
下
久
米
田
三
八
字
三
三
番

ゲ
ン
キ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤

永

賢

一

多
治
見
市
高
根
町
四
丁
目
二
九
番
地

中
部
薬
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山

口

眞

里

岐
阜
市
長
住
町
五
丁
目
八
番
地

國
六
株
式
会
社

代
表
取
締
役

國

井

重

宏

大
垣
市
寿
町
三
三
番
地

大
安
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

稲

川

哲

彦

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
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平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

印
刷
者

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

飯

尾

寛

印
刷
所

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社

定
価
一
か
年
四
八
、
〇
〇
〇
円(

送
料
共)

(

消
費
税
二
、
二
八
六
円
を
含
む
。)


